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１．第１２回（2002 年度）研究発表会のご案内と一般論文募集 
 
 第１２回地域安全学会研究発表会を「静岡県地震防災センター」において下記のとおり開催い

たします。 
 １９９９年度から、学会活動のさらなる活性化を図るべく、従来の査読を要しない論文（以下、

一般論文）に加えて、投稿論文の査読審査システムを導入（以下、査読論文）し、これらの論文

についてあわせて発表会を行っています。また、一般論文の発表方法として、口頭発表、および

ポスター発表が設けられています。 
 今回のニュースレターでは、一般論文（口頭発表およびポスター発表）の募集をご案内いたし

ます。なお、今年度の査読論文の応募は締め切られておりますので、念のため申し添えます。 
 また、一般論文の執筆要領については、ページ数の上限が４ページとなっておりますので、投

稿にあたってはご注意ください。 
 地域の安全、安心、防災に関心のある多くの方々の参加により、活発な発表、討議、意見の交

流が行われることを期待いたします。 
 
□日時：平成１４年１１月８日（金）～１１月１０日（日） 

・ ８～９日午前中までは査読論文の発表日、９日午後および１０日は一般論

文の発表日を予定していますが、投稿論文数によって変更の可能性があり

ます。 
・ ９日（土）の夜に例年と同様、懇親会を開催します。 

 
□場所：静岡県地震防災センター 

〒420-0042 静岡市駒形通り 5-9-1 （JR 静岡駅から徒歩約２５分） 
TEL：054-251-7100 

県
庁

市役所
本通
り

七間
町通
り

至東名・静岡ＩＣ

安
倍
川

安倍川
橋
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号
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駒形五丁目バス停

清閑町交差点

本通り十丁目交差点

し
あ
わ
せ
通
り

イ
ン
タ
ー
通
り

至名古屋

クーポール会館
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□参加費： 
 

 参加費 
梗概集 

Proceedings 
論文集 

Journal 

会員 
3,000 円 

(講演梗概集１冊を含む) 

参加者は１冊進呈 
(追加購入の場合、 

3,000 円／冊) 
3,000 円／冊 

査読論文発表者 
(筆頭著者のみ) 

無料 3,000 円／冊 
１冊進呈 

(追加購入の場合、 
3,000 円／冊) 

 
一般論文発表者 
(筆頭著者のみ) 

無料 
１冊進呈 

(追加購入の場合、 
3,000 円／冊) 

3,000 円／冊 

会員外 
5,000 円 

(講演梗概集１冊を含む) 

参加者は１冊進呈 
追加購入の場合、 

3,000 円／冊 
3,000 円／冊 

 静岡県民の方 

無料 
(右の２種類の資料は別

途購入する必要がありま

す) 

3,000 円／冊 3,000 円／冊 

 
 
□懇親会参加費：一般 5,000 円、学生 2,000 円 
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平成１４年度 地域安全学会研究発表会（第１２回：静岡） 

一般論文募集のご案内 
地域安全学会 研究発表会実行委員会 

 会員各位におかれましては、お忙しい日々をお過ごしのことと存じます。 
 さて、第１２回地域安全学会研究発表会を下記の通り開催いたします。今年度は、昨年度に引き続き、一般論

文にポスター発表を設けます。ふるってご応募くださいますようご案内申し上げます。 
 なお、今回から、諸業務の増大により、事前登録および発表不可日時の登録が廃止となりましたので、了承く

ださい（同日期限で E-メールによる登録が必要です）。また、諸経費増加の折り、昨年度より投稿料をいただく

ことになりました。重ねてご了承をお願いいたします。 
 
Ⅰ．開催要領 
(1) 日時：平成 1４年 11 月 8 日（金）～10 日（日） 
 一般論文の発表は 11 月 9 日（土）午後、10 日（日）

となる予定です（投稿論文数によって変更の可能性があ

ります）。 
(2) 場所：静岡県地震防災センター 

静岡市駒形通 5-9-1（JR 静岡駅より徒歩 25 分） 
Ⅱ．投稿方法 
 論文を投稿するには、郵送・宅配による本文の送付に

加えて、Ｅメールによる登録を行っていただく必要があ

ります。発表形式には「口頭発表」と「ポスター発表」

がありますが、どちらを希望するかを明記してください。

会場の都合でご希望に添えない場合もありますが、ご了

承ください。なお、どちらの発表についても本文の送付

が必要です。 
Ⅱ－１．本文の送付 
(1) 送付期限：平成 14 年 9 月 27 日（金）（消印有効） 
(2) 論文形式： 

(a) 本ニュースレターの 4 ページに掲載してある投

稿形式参照。なお、当学会のホームページ

（ http://www.kt.rim.or.jp/~isss ） に 掲 載 の

MS-Word テンプレートをダウンロードの上、利

用可能。 
(b) A4 版偶数ページ（４ページ以内）。そのまま白

黒（カラー原稿含）オフセット印刷するため、

鮮明な原稿のこと 
(3) 送付先 

(a) すべて郵送もしくは宅配のみ 
 （FAX および E-mail での投稿は不可） 

(b) 宛先:〒240-8501 横浜市保土ヶ谷区常盤台 79-7 
横浜国立大学大学院環境情報研究院 
研究発表会実行委員会 佐土原 聡 宛て 

Ⅱ－２．Ｅメールによる登録 
(1) 登録期限：平成 13 年９月 27 日（金） 
(2) 宛先：anzen1@ynu.ac.jp（佐土原聡宛） 
(3) 登録内容、書式： 

１行目 「地域安全学会一般論文登録」と入力して

ください。 
２行目 論文題目 
３行目 筆頭著者氏名 
４行目 筆頭著者所属 
５行目 筆頭著者連絡先住所（郵便番号も） 
６行目 筆頭著者Ｅ-メールアドレス 
７行目 筆頭著者電話番号 
８行目 筆頭著者ファックス番号 

９行目 発表形式：イ.口頭発表 ロ.ポスター発表

の別 
10 行目 発表分野：Ａ～Ｆのうち一つを選んで記入 

A.被害予測と緊急対応／B.被災者の自立と社

会的支援／C.防災計画と対策／D.都市施設の

防災性向上と許容リスク／E.突発災害・事故／

F.一般セッション 
11 行目以降 連名著者がいない場合は論文概要

（250 字以内）、いる場合はその氏名、所属

を１行に１名ずつ記入、改行後、論文概要

（250 字以内） 
 注）発表者がわかるように氏名に○をつけてください。 
(4) その他： 

(a) 登録時の論文概要を発表会プログラムと共に、

次号の「ニュースレターNo.42」に掲載する。 
(b) 発表は一人一論文のみ 

Ⅲ．投稿料の納入 
(1) 投稿料：５０００円／編（筆頭者のみ参加費免除） 
(2) 投稿料の納入方法 

① 期限：平成 13 年９月 27 日（金）までに②宛

てに振り込んでください。 
② 振込先： 

銀行：みずほ銀行 蔵前支店 
口座名：地域安全学会 論文口座 
口座種別・番号：普通預金 １５４０７３６ 
振込者名：筆頭著者氏名 

③ その他：振り込み通知書のコピーを送付する

本文に同封してください。 
Ⅳ．ポスター発表の設営等 
(1) ポスターの内容： 
 著者の所属・氏名、発表の目的、内容、結論をコンパ

クトに記述のこと。与えられた大きさの中で、視覚に訴

えるよう多色使いとし、図表、写真等を自由に使ってく

ださい。 
(2) パネルの大きさ等： 
 １論文に対し、パネル１枚（横 90ｃｍ×縦 180ｃｍ

のベニヤ板）を提供。掲示のための画鋲やセロテープは、

各自持参のこと（取り外しを考慮すると画鋲が最適）。 
(3) 部屋およびポスターの設営期間、発表、撤去 
 部屋、設営期間、発表スケジュール、撤去については

後日ニュースレターまたはＥメールにて連絡します。 
 なお、ポスター発表会場ではパソコンによるプレゼン

テーションのための机を用意することは可能ですが、電

源の制約があります。
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一般論文投稿規定 

 
平成１３年３月 

地域安全学会 研究発表会実行委員会 
 
１．一般論文投稿分野 
 地域社会の安全問題、解決策についての横断的な幅広い分野の研究・技術・実務などを論ずる

もの、あるいは具体的な提言に関するもの。 
 
２．投稿者 
 論文の筆頭著者は、地域安全学会会員に限り、研究発表会において発表し、かつ討議に参加し

なければならない。 
 
３．投稿先 
 地域安全学会研究発表会実行委員会の宛先とする。 
 
４．発表方法 
 一般論文の発表方法は、「口頭発表」と「ポスター発表」のいずれかによる。筆頭著者（発表者）

１人につき、いずれかの発表方法の１演題に限るものとする。 
 
５．投稿手続き 

5-1 投稿期限：投稿期限は、年１回開催する地域安全学会研究発表会に先だって会告する。 
5-2 投稿原稿の内容：投稿原稿は、同一会期内で開催される研究発表会で発表する査読論文と

は異なるものとし、同一テーマのもとのシリーズ発表は受け付けない。 
5-3 使用言語：投稿論文に使用可能な言語は、和文または英文でなければならない。 
5-4 提出原稿の様式：投稿者は、期日までに「地域安全学会梗概集」に登載するための「印刷

用オリジナル原稿」を地域安全学会研究発表会実行委員会事務局まで提出しなければなら

ない。提出原稿は、「一般論文投稿形式」によるものとし、図・表・写真を含め、オフセ

ット印刷用の版下原稿とするため、本文・図・表・写真は鮮明なものとし、カラーは使用

しない。 
 
６．著作権 
 「地域安全学会梗概集」に登載された論文の著作権は著者に属し、地域安全学会は、編集著作

権を持つものとする。 
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１．レイアウト

(1)マージン等
・上下：各 20mm，左右：各 20mm
・二段組み本文の段組間隔は 8mm
(2)フォント等
・題目：和文はゴチック 14pt，中央揃え，左右各 30mmの

マージン．
英文は Times New Roman 12pt，中央揃え，左右各
30mmのマージン．

・著者名：和文は明朝12pt，中央揃え，左右各30mmのマー
ジン．
英文は Times New Roman 12pt，中央揃え，左右
各 30mmのマージン．

・著者所属：和文は明朝 9pt，左揃え 30mmのマージン．
英文はTimes New Roman 9pt，左揃え30mmの
マージン．

・アブストラクト：英文Times New Roman 9pt，左揃え，左
右各 30mのマージン．

・キーワード：Times New Roman, italic, 9pt, 3－ 6語，２
行以内，左右各 30mmのマージン．
"Key Words" はボールドイタリック体．

・本文：明朝 9pt，行替えの場合は1字下げ．
－章の見出し：ゴチック 10pt，左寄せ
－節，項の見出し：ゴチック 9pt，左寄せ
－図, 表 , 写真のキャプション：ゴチック 9pt，中
央揃え

・補注，参考文献の指示：明朝 9ptの右肩上付き 1/4角を原
則としますが，各学問分野の慣例に従っても構いませ
ん．

・補注(必要な場合)："補注"はゴチック 10pt，左寄せ，補
注自体は，明朝 8pt．

・参考文献："参考文献"はゴチック 10pt，左寄せ．参考
文献自体は，明朝 8pt．
(3)行数および字数
　二段組みとし，一段当りの幅は 81mm, 1 行当り 25字，
行間隔は約 4.3mmで，1ぺ一ジ当り 60行を標準として下さ

地域安全学会梗概集の執筆要領と和文原稿作成例
Guideline for Manuscript and Japanese Paper Sample

of the Proceedings of Social Safety Science

地域　太郎 1，○安全　花子 2

Taro CHIIKI1 and Hanako ANZEN2

1 地域安全大学 情報工学科
     Department of Information Technology, Chiiki Anzen University
2 防災科学コンサルタント(株) 防災技術部
     Department of Disaster Mitigation Engineering, Bousai Kagaku Consultants Co., Ltd.

     The present file has been made as a print sample for the Proceedings of ISSS. The text of this file describes, in the camera-
ready manuscript style, instructions for preparing manuscripts, thus allowing you to prepare your own manuscript just by
replacing paragraphs of the present file with your own, by CUT & PASTE manipulations. Both left and right margins for your
Abstract should be set 1 cm wider than those for the text of the article. The font used in the abstract is Times New Roman, 9pt,
or equivalent. The length of the abstract should be within 7 lines.

Key Words:  Times New Roman, italic, 9 point font, 3 to 6 words, one blank line below abstract, indent if key words exceed
one line

い．したがって，文章のみのぺ一ジでは1ぺ一ジ当り3,000字
が標準的な字数となります．
(4)総べ一ジ数
　題目から参考文献までを含めて，最大4 ぺ一ジの偶数
ページとして下さい．

２．英文論文への適用

　本文を英文とする論文の執筆要領は，本文が和文である
ことを前提として作成した本「執筆要領」に準拠して下さ
い．しかし，英文の場合は，和文のタイトル，著者名，所
属は不要です．
　本文のフォントは，Times New Roman 9ptを基本として
使用して下さい．

３. 印刷用オリジナル原稿

　「地域安全学会講演概要集」は，定められた期日までに，
印刷用オリジナル原稿を提出していただきます．
　印刷用オリジナル原稿とは，印刷・出版用の高度なタイ
プライターもしくはコンピューターシステムを用いて作成
され，そのままオフセット印刷にかけられる完全な体裁に
整えられた原稿を指します．

４. 版権と著者の責任

　「地域安全学会講演概要集」に登載された個々の著作物
の著作権は著者に属し，原稿の内容については著者が責任
を持つことになります．したがって，印刷後発見された誤
植や内容の変更はできません．誤植の訂正や内容の変更が
必要な場合は，著者の責任において，文書で，当該論文が
登載されている「地域安全学会講演概要集」所有者に周知
して下さい．

210mm

空白 20mm

29
7m

m

空白 20mm

空白
20mm

空白
20mm

8mm

空白 30mm 14ポイント

12ポイント

発表者に○

9ポイント

9ポイント

9ポイント
英文アブストラクト：7行以内，100～ 150words
英文キーワード：2行以内，3～ 6個

12ポイント

12ポイント

上記レイアウトは、70%縮小のものです。
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２．地域安全学会総会報告 
去る 5 月 26 日に 2001 年度地域安全学会総会が開催されました。総会出席者は 38 名、委任状

提出者は 119 名で総会は成立し、2000 年度事業報告及び決算報告、2001 年度事業計画及び予算、

役員の改選等が報告・審議され、了承されました。あわせて昨年度の論文奨励賞の授与式が行わ

れました。その内容について、以下に掲載します。 

(１)２００１年度事業報告 

地域安全学会が 2001 年度に実施した事業は下記の通りである。  
1．講演会の開催（担当：調査企画委員会） 

講演会を下記の通り開催した。 
日  時：2001 年 5 月 26 日（土） 
場  所：早稲田大学理工学部 
講  師：村上 處直氏（㈱防災都市計画研究所） 

 
2．ミニシンポジウムの開催（担当：調査企画委員会） 

ミニシンポジウムを下記の通り開催した。 
主    催：調査･企画委員会 
日  時：2001 年 5 月 26 日（土） 
場  所：早稲田大学理工学部 

 
3．理事会の開催 

2001 年度は理事会を下記の通り開催した。 
 

 開催年月日 出席者数 委任状数 
第 1 回 2001 年 5 月 26 日 14 7 
第 2 回 2001 年 7 月 28 日 18 4 
第 3 回 2001 年 9 月 29 日 15 3 
第 4 回 2001 年 11 月 9 日 21 6 
第 5 回 2002 年 1 月 26 日 11 10 
第 6 回 2002 年 3 月 23 日 14 7 

（定足数：16 名） 

 
4．第 11 回研究発表会の開催  

第 11 回研究発表会を下記の通り開催した。 
日   時：2001 年 11 月 19 日（金）～11 月 11 日（日） 
場   所：静岡県地震防災センター 
発表論文数：論文集 32 編、梗概集 42 編（ﾎﾟｽﾀｰ発表 13 編、口頭発表 29 編）（特別報告含む） 
出 席 者 数     ：173 名 
 

5．地域安全学会梗概集の刊行（担当：研究発表会実行委員会） 
第 11 回研究発表会の「地域安全学会梗概集 No.11」を刊行した。 
 

6．学術委員会（担当：学術委員会） 
「地域安全学会論文集 No.3」を刊行し、その論文発表を第 11 回研究発表会の中で行った。 
論文賞（１編 2 名）と論文奨励賞（2 名）の選出を行った。 
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7．調査・企画委員会の活動 
①ミニシンポジウムを下記のとおり開催した。 

日  時:2001 年 5 月 26 日 （土） 
場所:早稲田大学理工学部 

②下記の小委員会を構成して討議を進めてきた。 
Ａ:人と地域の防災戦略研究小委員会 
Ｂ:防災体系国際比較研究小委員会 

③昨年に報告した「中国地震防災法の研究」の刊行準備 
 
8．会員名簿の改訂発行（担当：事務局） 

会員の入退会に伴い、2001 年度会員名簿を発行した。 
 
9．広報委員会の活動 

①ニュースレターを下記の通り発行した。 

No.38：2001 年 8 月 

No.39：2001 年 10 月 

No.40：2002 年 3 月 

②ホームページを通じて、ニュースレター等を周知すると共に、関連機関と連携してトピック情

報の広報を行った。 

 
10．会員数及び年会費納入 

2001 年度末（2002 年 3 月 31 日）現在の会員数及び会費納入状況は下記の通りである。 
 会費納入状況 

 

会 員 数 

過年度分 本年度分 次年度分 

賛助会員 4 社 －－－ 4 社 －－－ 

正 会 員 412 名 31 名 339 名 －－－ 

学生会員 65 名 3 名 49 名 －－－ 

 

（２）２００２年度事業計画 

地域安全学会が 2002 年度に計画している事業は下記の通りである。 

 

1．講演会の開催（担当 調査企画委員会） 

講演会を下記の通り開催する。 

日  時：2002 年 6 月 1 日（土） 

場  所：独立行政法人消防研究所 本館 ３階大会議室  

講  師：James L. Witt 氏（米国連邦緊急事態管理庁前長官） 

 

2．理事会の開催 

2002 年度は理事会を下記の通り開催する。 
第 1 回：2002 年 6 月１日 
第 2 回：2002 年７月 27 日 
第 3 回：2002 年 9 月 21 日 
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第 4 回：2002 年 11 月 8 日 
第 5 回：2003 年 1 月 25 日 
第 6 回：2003 年 3 月 15 日 
 

3．第 12 回研究発表会の開催（担当 研究発表会実行委員会） 

第 12 回研究発表会を下記の通り開催する。 

日  時：2002 年 11 月 8 日(金)～11 月 10 日(日) 

場  所：静岡県地震防災センター 

 

4．地域安全学会梗概集の刊行（担当 研究発表会実行委員会） 

第 12 回研究発表会において発表される論文の梗概集「地域安全学会梗概集 No.12」を刊行す

る。 

 

5．学術委員会活動（担当 学術委員会） 

「地域安全学会論文集 No.4」を刊行し、その論文発表を第 12 回研究発表会の中で行う。 

第 12 回研究発表会の論文賞と論文奨励賞の選出を行なう。 

 

6．調査企画委員会活動（担当 調査企画委員会） 

①下記の小委員会による研究討議を進める。 

A:人と地域の防災戦略研究小委員会 

B:防災体系国際比較研究小委員会 

②研究発表会等での研究成果報告、公開研究の開催等を通じて研究の推進、交流を図る。 

 

7．会員名簿の改訂と発行（担当 事務局） 

2001 年度中の会員の入退会に伴い、2002 年度会員名簿を発行する。 

 

8．広報委員会の活動 

①ニュースレターを下記の通り計 3 回発行する。 

No.41：2002 年 8 月 

No.42：2002 年 10 月 

No.43：2003 年 3 月 

②ホームページを通じて、学会からの情報提供をおこなう。 
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（３）２００２年度 地域安全学会役員 

会 長 熊谷  良雄 筑波大学 社会工学系  

副会長 林  春男 京都大学 防災研究所附属巨大災害研究センター 
総務･渉外担当副会長 
日米都市防災会議委員長 

副会長 翠川 三郎 東京工業大学大学院 総合理工学研究科 学術担当副会長／学術委員長 

理 事 糸井川 栄一 筑波大学 社会工学系 広報委員長 

理  事 岩田 孝仁 静岡県防災局 学術委員／研究発表会実行委員 

理 事 大西 一嘉 神戸大学 建設学科 調査企画委員／広報委員 

理 事 岡田  成幸 北海道大学大学院 工学研究科 学術委員 

理 事 清野  純史 京都大学大学院 工学研究科 学術委員 

理 事 佐土原 聡 横浜国立大学大学院 環境情報研究院 
研究発表会実行委員長 
調査企画委員 

理 事 塩野  計司 長岡工業高等専門学校 環境都市工学科 学術委員／調査企画委員 

理 事 重川 希志依 富士常葉大学 環境防災学部  

理 事 高梨 成子 ㈱防災＆情報研究所 学術委員／調査企画委員 

理 事 塚越 功 慶応義塾大学大学院 政策メディア研究科 受託研究運営委員長 

理 事 中林 一樹 東京都立大学都市科学研究科 日米都市防災会議委員 

理 事 長能  正武 日本リスクマネジメント㈱ 技術部 
研究発表会実行委員 
日米都市防災会議委員 

理 事 廣井 脩 東京大学 社会情報研究所  

理 事 三船  康道 ㈱エコプラン  

理 事 宮野 道雄 大阪市立大学大学院 生活科学研究科 調査企画委員長 

理 事 村上 ひとみ 山口大学大学院 理工学研究科 調査企画委員 

理 事 村尾  修 筑波大学 社会工学系 広報委員 

理 事 室崎 益輝 神戸大学 都市安全研究センター  

理 事 目黒  公郎 東京大学 生産技術研究所 学術副委員長／調査企画委員 

理 事 矢代 晴実 アジア防災センター  

理 事 山崎 文雄 東京大学 生産技術研究所  

理 事 吉井 博明 東京経済大学 コミュニケーション学部  

理 事 鈴木 正弘 東京消防庁 防災部 所属で受け持つ理事 

理 事 務台 俊介 総務省消防庁 防災課 所属で受け持つ理事 

理 事 合田  純一 国土交通省都市･地域整備局 まちづくり推進課都市防災対策室 所属で受け持つ理事 

理 事 大平  一典 国土交通省河川局 防災課災害対策室 所属で受け持つ理事 

理 事 布村  明彦 内閣府 参事官(地震・火山対策担当) 所属で受け持つ理事 

監  事 井野 盛夫 富士常葉大学 環境防災学部  

監  事 村上 雅也 千葉大学 工学部  

顧 問 伊藤 滋 早稲田大学教授  

顧 問 小川  雄二郎 富士常磐大学 環境防災学部  

顧 問 梶  秀樹 慶応義塾大学 総合政策学部  

顧 問 片山 恒雄 独立法人 防災科学技術研究所  

顧 問 亀田 弘行 
独立法人 防災科学技術研究所 
地震防災フロンティア研究センター 

 

顧 問 高野 公男 ㈱マヌ都市建築研究所  

顧 問 濱田 政則 早稲田大学 理工学部  

顧 問 村上 處直 ㈱防災都市計画研究所  



 

10 

（４）2002 年度地域安全学会の組織・役員・業務分担 

 
 

1．会長：熊谷 良雄（筑波大学 社会工学系） 
理事会運営、総会運営、発表会等での挨拶、副会長担当外の学会内外の業務処理、学会の長期

展望（学術団体化、法人化、税務対策等） 
 

2．副会長 ：林 春男（京都大学防災研究所 巨大災害研究センター） 
 総務・渉外担当④～⑥ 
 ：翠川 三郎（東京工業大学大学院 総合理工学研究科） 
 学術担当①～③ 

 
3．監査役 ：井野 盛夫（富士常葉大学 環境防災学部） 
 ：村上 雅也（千葉大学 工学部） 
 会計監査 

 
4．理事会：別紙（2002 年度地域安全学会役員名簿） 

地域安全学会の運営全般、各種事項の承認 
 

5．顧問：別紙（2002 年度地域安全学会役員名簿） 
理事会への助言 
 

6．委員会 
① 学術委員会：翠川 三郎(前掲) 

査読論文の投稿・査読規定、査読論文募集、同査読依頼、採否の判定、論文集刊行、 
発表会スケジュール編成、論文賞選定（委員長の任期は 2 年とする） 

② 調査企画委員会：宮野 道雄（大阪市立大学大学院 生活科学研究科） 
長期およびトピック的な課題の整理・分析とその学会員への提供、 
講演会・シンポジウムの開催、災害調査の企画・実施 

③ 受託研究運営委員会：塚越 功（慶應義塾大学大学院 政策メディア研究科） 
受託研究の受入れ・実施 

④ 日米都市防災会議委員会：林 春男(前掲) 
⑤ 広報委員会：糸井川 栄一（筑波大学 社会工学系） 

ニュースレター編集・刊行、学会ホームページ管理 
⑥ 研究発表会実行委員会：佐土原 聡（横浜国立大学大学院 環境情報研究院） 

一般投稿論文の募集、梗概集編集・刊行、発表会スケジュール編成、会場設営、 
懇親会開催、発表会のニュースレター用原稿の編集（委員長の任期は２年とする） 

 
7．事務局（事務局長：宮本英治） 

会員管理、会員名簿発行、会費徴収と管理、予算の策定・執行管理、理事会・総会の開催事務、

発表会参加者管理、その他の事務全般 
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（７）論文奨励賞の授与式 

論文奨励賞の授与式は、講演会に引き続き、16 時から総会会場で行われました。授与式は、

翠川三郎学術委員長の進行で行われ、論文賞および論文奨励賞受賞者選出までの経緯が報告され

ました。つづいて受賞者に熊谷良雄会長から賞状と記念メダルが授与されました。32 編の査読論

文の中から、研究発表会での審査により、以下の方が論文奨励賞の受賞者として選ばれました。 

 
◆◆◆ 2001 年度地域安全学会論文賞 ◆◆◆ 

 

■目黒公郎・高橋 健（東京大学） 

「既存不適格建物の耐震補強推進策に関する基礎研究」 

 

【受賞者の言葉(目黒公郎)】 

既存不適格建物の耐震補強対策は、わが国の地震防災上の最重要課題であるにもかかわらず、

うまく進展していません。将来の地震時に大量の死傷者を出すことが確実視されているのに、私

的財産である住宅に対する対策は、あたかも「アンタッチャブル」な問題として従来扱われてき

たかのようです。人口減少、少子高齢化などの課題を抱えるわが国において、良質な社会ストッ

クとしての建物を維持していく方法は、「いい場所を選んで」「いい建物をつくって」「適切に維持

管理して」「長く使う」仕組みを作ることです。このような問題を背景として取り組んだ研究が、

地域安全学会の第 1 号の論文賞として評価していただいたことを深く感謝します。 

巷では、何もしないで弱い家に住んでいて、それが地震で壊れると建物の再建費が援助される

ような制度が検討されていますが、これは断固阻止しなくてはいけません。理由は、この制度で

は市民が防災に努力するインセンティブをなくし、結果的に地域の地震被害を増大させてしまう

こと、また今後、数 10 年のわが国の地震活動度を考えれば、支援の為の予算の裏づけもないため

です。また対策を進める上で、「既存不適格構造物の所有者/住民＝年寄りで、貧乏な人」という

論理のすりかえはやめましょう。年齢・経済的な問題を抱えている住民の問題は別途考えるべき

ものです。これらを混同して、問題解決を阻害するような姿勢は正しくありません。「努力してい

る人が報われる。皆で災害に強い社会をつくっていく。努力していたのに被災した人には、社会

が手厚くケアする。」このような社会制度づくりをめざして今後も研究を続けていきたいと思いま

す。地域安全学会の会員諸兄・諸姉のご指導とご鞭撻をお願いいたします。 
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◆◆◆ 2001 年度地域安全学会論文奨励賞 ◆◆◆ 

 
■宇治田 和（東京大学） 

「木造密集市街地における地震時被害発生と住民の緊急行動のマイクロシミュレータ(プロト

タイプ)の開発」 

 

【指導教官から一言(東京大学 家田仁)】 

宇治田君は私とともに密集市街地問題の研究に取り組んでいますが、私の研究室に隣接する交

通基盤防災工学の研究室の助手として梅澤忠雄客員教授らとともに都市開発問題に取り組んでい

るほか、本学生産技術研究所目黒公郎助教授の研究室でも勉強した経緯があり、地震防災や交通・

都市計画に関する問題点や解決への様々な考え方を知っています。また、今回の研究は現場見学

や地元の人々へのヒアリングも行いながらの実践であり、彼自身が足で稼いだ分も大きいと思い

ます。我が国では今後、防災安全分野の研究が強化されていく傾向にあると思いますが、それを

受けて都市や社会がどうあるべきかを考え実践できる人材が求められます。今後、彼が新しい防

災研究者として躍進することを願っています。 

 

【受賞者の言葉（宇治田和）】 

この度は大変すばらしい賞をいただきありがとうございます。報告した論文は密集市街地の地

震防災問題を扱ったものです。大学の周りにそうした災害時の危険度が高く放置された市街地が

限りなく広がっており研究対象の手近さとして恵まれたこと、実務関係の方々や研究ゼミなどで

市街地を専門的観点から見学できる機会に恵まれたこと、指導教官や研究室のメンバーと防災的

観点やそれ以外での問題点についても議論する機会に恵まれたことなど、多くの方々のご支援が

あってこの研究の取り組みが深くなったのだと考えています。研究はまだ途上と考えていますが、

今回の受賞を励みとしてさらに知見を積み重ね、学術的な成果のみならず、市街地での地震被害

軽減に生かすことができるよう努力したいと思います。 

 

 

■佐野和彦（ティージー情報ネットワーク） 

「都市域における震災用防災マップに関する研究 －東京特別区を対象として－」 

 

【指導教官から一言(東京都立大学 中林一樹)】 

この論文は、佐野和彦さんの東京都立大学都市科学研究科に出した修士論文を基に、書き換え

たものです。彼は、学部が理学部地理学科で、地図を活用して何かしら防災に役立てる研究をや

りたいと、都市科学に進学してきました。防災面での地図活用は、様々なものがあり、先端的に

はＧＩＳ技術としての活用研究から、ハザードマップや各種防災地図のようなの研究、さらには

防災点検マップづくりというような防災学習における地図活用研究もあると言うことでしたが、

彼は、防災地図としての大都市における「広域避難」と「帰宅困難」に着目して、広域的な大都

市の活動に対応した防災地図のあり方を検討してみようと言うことで始めた研究でした。図らず

も、論文奨励賞をいただくことになり、指導教員として驚くと同時に、うれしく思いました。現
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在 GIS を業務にしているのですが、学会発表を継続してくれることを期待しています。 

 

【受賞者の言葉（佐野和彦）】 

この度は、名誉ある賞を賜りまして、厚くお礼申し上げます。これもひとえに、東京特別区の

全防災主管課の皆様、池袋消防署・本田消防署と各消防署の管轄にお住まいの皆様方による調査

のご支援と、東京都立大学都市科学研究所の中林一樹教授、ならびに玉川英則教授、中玉研究室

の皆様のご指導の賜物と存じ、深く感謝いたしております。 

 現在、私は㈱ティージー情報ネットワークにおきまして、防災分野でもご利用いただける

Web 版の GIS『inetMAP』の開発に携わっております。これを機に社業や研究に精励するととも

に、地域防災のお役に立つべく努力していく所存でございます。今後とも、一層皆様のご指導ご

支援を賜りますよう、心からお願い申し上げます。 

 

 
 

授与式の写真：左から熊谷学会長，宇治田氏，目黒氏，佐野氏，翠川副会長（学術委員長） 
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（８）前 FEMA 長官 James L. Witt 氏の講演報告 

 2002 年 6 月 1 日（土）に開催された総会に先立ち、米国連邦緊急事態管理庁（FEMA）前長

官 James L. Witt 氏による講演会が行われ，約 100 名ほどが参加した．約 1 時間半の時間であっ

たが，FEMA がどのような苦難を乗り越え，現在の体制に至ったか，どのようなポリシーで危機

管理に臨んできたかなどについて貴重な話をうかがうことができた． 
 

 
写真：講演中の Witt 氏 
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３．査読論文の審査状況報告 
今年度の査読論文の募集は、6 月 3 日に締め切られましたが、計 56 編の論文が投稿されまし

た。この数は、昨年度の応募数 43 編を大幅に上回るもので、学術委員会としてはうれしい悲鳴を

上げているところです。現在、これらの投稿論文は、各々2 名の査読者による査読を受けており、

7 月末の学術委員会の審議によって、第 1 次の評価結果が出されます。修正依頼を行った後の論

文に対して、9 月末の学術委員会を経て、最終的な登載の可否が決定されます。採択された査読

論文は全て、11 月の研究発表会での発表が義務づけられています。また、これらの論文に対して、

今年も論文賞、論文奨励賞の選考を発表会の場で行いますので、発表にも十分な準備をお願いい

たします。 

（学術委員会） 

 

４．次回日米都市防災会議について 
 

NSF が日米都市防災会議の来春開催に go サインを出しました。今回の Workshop を主催する

EERI は来年 3 月末にハワイマウイ島で 2 泊 3 日程度の会議を開催する予定です。8 月中旬以降に

EERI から会議開催案内が出される予定です。これからも EERI と地域安全学会の HP にご注意く

ださい。アメリカで 7 月に行われた日米の準備会では、今回の会議のワーキンググループ候補と

なるトピックス案です。 

1. Real time Damage Assessment: CISN 

2. Tsunami 

3. Volcanic diasters 

4. Northridge/Kobe Long term recovery 

5. WTC 

6. Business 

7. Built environment 

8. Insurance/Reinsurance 

9. Capacity building: Local government, general public 

10. GIS/Mapping 

11. High Tech countermeasures/ Robotics 

12. Land use planning 

13. Interoperability/Stove pipe 

14. Other urban disasters  

 

（日米都市防災会議担当理事 林 春男） 
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５．INFORMATION 

■新規入会者へのお詫びとお知らせ 

この度は本学会へご入会頂きありがとうございました。 

当学会は発足以来順調に会員数を伸ばし，本年度ようやく日本学術会議研究団体への申請資格

を得ることができました。これにつきましては新規会員獲得の働きかけを理事にお願いし、積極

的にサポート頂けたことが大きく寄与しているものと感謝しております。おかげさまで多くの

方々から新規入会申込みを頂きました。 

しかしながら、事務局の体制が一度に大量の手続きをこなせる状況になかった為、新規会員の

方から「入会申込書を送った後に受付したという連絡がない」とのお叱りを受けております。ご

迷惑をおかけ致しました事、この場をかりてお詫び申し上げます。 

通常は入会申込があった場合は必ず会員名簿とニュースレター最新号（余部があれば）をお送

りし入会手続が完了した旨ご連絡しております。今回多数の入会申込みが殺到した為、一部入会

手続完了のご連絡が遅れておりましたが、過日新規入会者全員に入会手続完了のご案内文をお送

り致しました。万一入会申込書を出したにも関わらず事務局から手続完了の連絡がないという方

がいらっしゃいましたら事務局までご一報頂きますようお願い致します。 

また、周辺の方で申込書送付後も事務局から連絡がないという方にお心当たりがございました

ら事務局へのご連絡をお伝え願えれば幸いです。 

 

（地域安全学会事務局） 

 

■学会パンフレットの完成 

この春，地域安全学会は日本学術会議研究団体への申請資

格を得る運びとなりました．これを機に，学会パンフレット

のデザインが新しくなりました．イメージカラーは，知性を

表す「青」を表現した査読論文のデザインに合わせ，ネイビ

ーブルーとなっています．またパンフレットの中で，学会の

象徴である卵のロゴマークの意味についても触れています．

学会の更なる発展を願うとともに，学会員の皆さまにこのパ

ンフレットが親しんでもらえたら幸いです． 

 

（広報委員会 村尾修） 
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